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おかあさんのほお あったかいな 

校長 藤井 衛     

金井小学校には、「母子像」という像があります。正面玄関ではなく、ことばこころ

の教室の玄関横にひっそりとあります。着かざった母親ではなく、昭和のころ、授業

参観にでも行ってきたような庶民的な服を着た母親の像です。その母親に小学校

１，２年生かと思われる男の子が後ろから抱きついています。母親のほおに自分の

ほおをすりよせて、手をしっかりとにぎっています。よく見ると、カーネーションの花

を母親の手に移している場面のようです。この母子像は「母の日」のできごとを表し

ていることが分かりました。像の下にはこのように記されています。 

この像は、２５年前に私が勤務していた旧校舎のころから存在していました。いっ

たいいつごろに作られたものなのでしょう？調べてみました。すると、昭和３６年４月

７日に除幕式が行われていることが分かりました。私が生まれたのが昭和３９年な

ので、母子像は私が生まれる前から存在していたことが確認できました。６０年以上

も金井小学校の子どもたちを見守ってくれていたことになります。 

母親が子どもを思いやる形の母子像が多い中、子どもが母親を思いやる像は、

めずらしいと思います。金井小学校に家族思いの優しい子どもが多いのは、この像

のおかげかもしれません。 
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